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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

RP)42

D. シリーζは .*L-1RF-39012 にنఆ͞れͨ 4." 。Βれͨコωクタです࡞してڌに४（" 4VC .JOJBUVSF 5ZQF）ܗ
௨৴ثػのখܕԽ・ߴपԽにってઃ͞ܭれैདྷの同軸コωクタにൺߴपಛੑの༏れͨখྔܰܕでݎ࿚な
50 Њܥのコωクタです。結合ํࣜはωδΧップリンάํࣜで、࣮֬な結合がՄです。
4." が͋ります。ケーブルऔ付ํ法はクリンプ、ϋンダ付け、クϥンプのੑޓコωクタとܗ 3 ํࣜ͋ります。

仕　様

DM�Series
SM"ܗಉ࣠ίωΫλ

材 質 / 処 理
RoHS
Compliant
RoHS
Compliant

部品໊ ʗ処理࣭ࡐ
  外部導体 ಔ合ۚຢはステンレス � "V めっきຢは "g めっきຢは NJ めっき
Χップリンά ಔ合ۚຢはステンレス � "V めっきຢは "g めっきຢは NJ めっき
コンタクト ಔ合ۚ � "V めっきຢは "g めっき
インシϡレータ フッԽΤνレン࢛

������

ಛੑインϐーダンス 50 Њ
ఆ֨ిѹ "$ 5007(S.m.T.)
ిѹ "$ 10007(S.m.T.) � 1 分間
ઈԑ߅ D$ 5007 で 1000. Њ以上
৮߅ 3m Њ以下
ిѹఆࡏൺ 1.05+0.01ºf（()[）
Թൣғ༺ -55 ～ +85ˆ

˞ίωΫタʹΑͬては仕様がҟなる߹があります。

���ご使用ʹあたͬては納入仕様書ʹてご確認Լ͞い。

ಛੑΠϯϐʔμϯε

50 Ω

ϩοΫํࣜ

ネジカップリング

௨৴、ແ線、ہج L"N、(14 なͲ
用　途 準拠規格

.*L-1RF-39012

˞Χタロάࡌه品はඪ४品をࡌせていますが、ͦのଞの࣭ࡐ、処理にͭいてऔଗ͑ていますのでผ్
。૬ஊ下͞いޚ　
˞外部導体࣭ࡐ：ˑステンレス品
˞ቕ合࣌の注ҙ߲ࣄ
　͔じりをࢭするͨめ、ख締めにてΧップリンάを締め付け、ޙ࠷にトルクレンνを͝༻下͞い。
　まͨ、ケーブル付きの合は、ቕ合軸にରしてテンシϣンのֻ͔ΒないΑ͏締め付けて下͞い。

˞݁ઢۀ࡞は性をอূするたΊ、ࣾʹґཔ願います。

概　要
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୯Ґ：mmDM　Series

�

○プラグコネクタ

品　　໊ 適合ケーブル П " （L）
処　　理 結線

ํ法
クリンプ

外部導体۩ த৺コンタクト Χップリンά

D.-41-1.5D)24-$R1-2 1.5D-27  1.5D-28
1.5D-)2・461&R 4.8 19.3 NJ "V NJ 1 $R-)-1156"

D.-1-586-$R-#4-$F R(-58"�6 6.25 24.4 "V "V "V 2 $R-)-1105

クリンプタイプ

(L)

П
"

%.�1�1.�%27�$3�#4�$'

品　　໊ 適合ケーブル П " （L）
処　　理 結線

ํ法
クリンプ

外部導体۩ த৺コンタクト Χップリンά
D.-41-2.5D)24-$R1-1 2.5D-)2・461&R 5.9 18.9 NJ "V NJ 4 $R-)-1163

D.-41-2.5D8-$R1-$F 2.5D-28 5.9 18.8 ෆಈଶ
Խ処理 "V ෆಈଶ

Խ処理 5 $R-)-1163

D.-1-3D8-$R-$F 3D-28 7.6 24.2 "V "V "V 6 $R-)-18923(L)

φ
A

%.�41�2.�%7�$31�$'
セミリジット、セミフレキ用

品　　໊ 適合ケーブル П " （L）
処　　理 結線

ํ法外部導体 த৺コンタクト Χップリンά

D.-1-85-40-#4-2-$F
65-85

3.5 13.7 NJ "V NJ
F$$"7(1

品　　໊ 適合ケーブル
処　　理 結線

ํ法外部導体 த৺コンタクト Χップリンά

D.-41-141-40-2-D1-$F
6F141"

"g
ケーブルのத৺
導体をコンタク
トとして༻

"g
F$$"7(0

D.-41-141-40-2-D3-$F
6F-141"

"g NJF$$"7(0
F$$"7(0-4.6

品　　໊ 適合ケーブル （L）
処　　理 結線

ํ法外部導体 த৺コンタクト Χップリンά

D.-1-141-40-D1-$F
65-141"

8.7 "V

ケーブルのத
৺導体をコン
タクトとして

༺

NJ
F$$"7(0

П
"

(L)

%.�1����40�#4�2�$'

(14.2)

%.�41�1�1�40�2�%1(L)

%.�1�1�1�40�%1

ˑ
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୯Ґ：mmDM　Series

○ライトアングルコネクタ

�

○パネルジャックコネクタ

品　　໊ 適合ケーブル (L1) （L2）
処　　理 結線

ํ法
クリンプ

外部導体۩ த৺コンタクト Χップリンά

D.-L1-1.5D)24-$R1 1.5D-27 1.5D-28
1.5D-)2・461&R 17.8 17.0 NJ "V NJ 7 $R-)-1156"

D.-L1-2.5D)24-$R1-2-$F 2.5D-)2・461&R 17.8 17.0 NJ "V NJ 8 $R-)-1163

D.-L1-3D28-$R1-$F 3D-28 18.8 21.2 NJ "V NJ 9 $R-)-18923

クリンプタイプ

セミリジット、セミフレキ用

品　　໊ 適合ケーブル (L1) （L2）
処　　理 結線

ํ法外部導体 த৺コンタクト Χップリンά

D.-L1-85-40-4-$F
65-85

18.0 11.0 NJ "V NJ
F$$"7(1

D.-L1-141-40-4-D1-$F
65-141"

19.0 11.4 NJ "V NJ
F$$"7(0

8
(L

2)
7

(L1)

˘�

�

㱵4.8

六角ର辺෯

注１．ූ ߸ᶃ，ᶅ，ᶌはఴ付とする。

	1�


１０

%.�L1�1.�%)24�$31

2��2�

ࢿ
 ൪

   
   

   
  

(L1)

(L
2)

%.�L1����40���$'

○ジャックコネクタ

セミリジット、セミフレキ用

セミリジット、セミフレキ用

品　　໊ 適合ケーブル П " L
　　　処　　理 結線

ํ法外部導体 த৺コンタクト

D.-4+-141-40-1-$F
65-141"

6.4 13.3 "g "g
F$$"7(0

D.-4+-85-40-$F
65-85

4.0 12.5 NJ "V
F$$"7(1

品　　໊ 適合ケーブル П " L
　　　処　　理 結線

ํ法外部導体 த৺コンタクト

D.-1+-141-40-D*
65-141"

4.7 12.7 NJ "V
F$$"7(0

D.-1+-141-40-D3-$F
65-141"

4.7 12.7 NJ "V
F$$"7(0

D.-1+-85-40-D3
65-85

3.4 12.7 NJ "V
F$$"7(1

9

(L)

П
"

%.�4+�1�1�40�1

1.7
9.55

L

П
"

8.
60

�0
.0

5

8.60�0.05

П6.5
+0.1
  0

4-П2.75
+0.1
  0

取付ߟࢀ寸法

%.�1+�1�1�40�%1

4-П2.6

8.60
˘12.7

8.
60

ˑ
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୯Ґ：mmDM　Series

○レセプタクルコネクタ

�

　　品　　໊ " # L
　　　処　　理
外部導体 த৺コンタクト

D.-4R-18-$F 4.0 1.5 15.0 "g "g

D.-4R-20-$F 6.0 1.0 16.5 "g "g

D.-4R-27-$F 5.0 1.0 15.5 "g "g

　　品　　໊ " L
　　　処　　理
外部導体 த৺コンタクト

D.-4R-23-$F 51 14.6 "g "g

D.-4R-28-$F 6.0 15.5 "g "g

D.-4R-31-$F 3.0 12.5 "g "g

　　品　　໊ " # L
　　　処　　理
外部導体 த৺コンタクト

D.-4R-1 2.0 4.0 15.5 ෆಈଶԽ処理 "V

D.-4R-15-$F 4.0 8.7 22.2 "g "g

D.-4R-24-$F 5.0 6.5 21.0 "g "g

D.-4R-30-$F 4.0 6.5 20.0 "g "g

　　品　　໊
　　　処　　理

外部導体 த৺コンタクト
D.-4R-19-$F "g "g

˘12.7
8.64

1.65

9.5

8.
64

㱵
1.

27

П
4.

11

#
"

L

-̐П2.7

8.64�0.05

8.
64

�0
.0

5

取付ߟࢀ寸法

%.�43�1�

-̐П2.75
+0.1
  0

П4.2
+0.1
  0

˘12.7
8.64

1.65

9.5

8.
64

㱵
1.

27

П
4.

11

#
"

L

-̐П2.7

8.64�0.05

8.
64

�0
.0

5

取付ߟࢀ寸法

%.�43�1�

-̐П2.75
+0.1
  0

П4.2
+0.1
  0

П
1.

27

8.
64

˘12.7
8.649.5

1.65

L

-̐П2.7

"
8.

64
�0

.0
5

8.64�0.05

̐ʵ㱵̎ɽ̓ ̑ɹ̌ɽ̍　̌

㱵̐ɽ̎ ʴ̌ ɽ̍　̌

औ付ߟࢀ寸法
D.-4R-23-$F

8.
64

�0
.0

5

8.64�0.05

-̐П2.75
ʴ0.1
   0

П4.2
ʴ0.1
   0

П
1.

27

8.
64

˘12.7
8.649.5

1.65

L

-̐П2.7

"

8.
64

�0
.0

5

8.64�0.05

̐ʵ㱵̎ɽ̓ ̑ɹ̌ɽ̍　̌

㱵̐ɽ̎ ʴ̌ ɽ̍　̌

औ付ߟࢀ寸法
D.-4R-23-$F

8.
64

�0
.0

5

8.64�0.05

-̐П2.75
ʴ0.1
   0

П4.2
ʴ0.1
   0

˘12.7
8.64

1.65
9.5

8.
64

П
1.

27
П

4.
11

#"
L

-̐П2.7

8.
64

�0
.0

5

8.64�0.05

-̐П2.75
ʴ0.1
   0

П4.2
ʴ0.1
   0

取付ߟࢀ寸法

%.�43�1��$'

˘12.7
8.64

1.65
9.5

8.
64

П
1.

27
П

4.
11

#"
L

-̐П2.7

8.
64

�0
.0

5

8.64�0.05

-̐П2.75
ʴ0.1
   0

П4.2
ʴ0.1
   0

取付ߟࢀ寸法

%.�43�1��$'

˘12.7
8.64

1.65
9.5

8.
64

0.
62

П
4.

11

8.71.7
19.9

-̐П2.7

�.
6�

�.6�

ʶ
�.�

�

ʶ�.��

４－⾘２．７５ɹ ０．１
　０

⾘４．２ɹ ０．１
　０

औ付ߟࢀ寸法

D.-4R-19-$F

8.
64

�0
.0

5

8.64�0.05

-̐П2.75
ʴ0.1
   0

П4.2
ʴ0.1
   0

˘12.7
8.64

1.65
9.5

8.
64

0.
62

П
4.

11

8.71.7
19.9

-̐П2.7

�.
6�

�.6�

ʶ
�.�

�

ʶ�.��

４－⾘２．７５ɹ ０．１
　０

⾘４．２ɹ ０．１
　０

औ付ߟࢀ寸法

D.-4R-19-$F

8.
64

�0
.0

5

8.64�0.05

-̐П2.75
ʴ0.1
   0

П4.2
ʴ0.1
   0

औ付ߟࢀ寸法

औ付ߟࢀ寸法

औ付ߟࢀ寸法

औ付ߟࢀ寸法
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୯Ґ：mmDM　Series

○レセプタクルコネクタ

　　品　　໊
　　　処　　理

外部導体 த৺コンタクト
D.-4R2-18-$F "g "g

　　品　　໊ " L
　　　処　　理
外部導体 த৺コンタクト

D.-4R2-1-$F 51 14.6 "g "g

D.-4R2-1-D1-$F 5.1 14.6 "V "V

D.-4R2-22-$F 3.1 12.6 "g "g

1.65

9.5

П
4.

11

П
1.

27

1
6

15.5

П16.8

5.8

2-П2.75

12
.2

6.
1�

0.
05

12
.2

�0
.0

5

П4.2
+0.1
  0

2-П2.75
+0.1
  0

औ付ߟࢀ寸法

D.-4R2-18

1.65

9.5

П
4.

11

П
1.

27

1
6

15.5

П16.8

5.8

2-П2.75

12
.2

6.
1�

0.
05

12
.2

�0
.0

5

П4.2
+0.1
  0

2-П2.75
+0.1
  0

औ付ߟࢀ寸法

D.-4R2-18

औ付ߟࢀ寸法

1.65
9.5

L

П
1.

27

12
.2

П16.8

5.8

6.
1�

0.
05

12
.2

�0
.1

П4.2

2-П2.75
+0.1
  0

औ付ߟࢀ寸法

D.-4R2-1-$F

"

-̎.2.6º0.45

+0.1  0

1.65
9.5

L

П
1.

27

12
.2

П16.8

5.8

6.
1�

0.
05

12
.2

�0
.1

П4.2

2-П2.75
+0.1
  0

औ付ߟࢀ寸法

D.-4R2-1-$F

"

-̎.2.6º0.45

+0.1  0

　　品　　໊ " # L
　　　処　　理
外部導体 த৺コンタクト

D.-4R2-4-$F 2.5 5.0 17.0 NJ "V

D.-4R2-8-$F 4.0 5.5 19.0 NJ "V

D.-4R2-8-D1-$F 4.0 5.5 19.0 "V "V

D.-4R2-9-$F 1.5 4.0 15.0 "g "g

D.-4R2-15-$F 1.5 3.2 14.2 NJ "V

　　品　　໊ " # L
　　　処　　理
外部導体 த৺コンタクト

D.-4R2-10-$F 6.9 2.9 16.4 "g "g

D.-4R2-11-$F 4.4 2.9 13.9 "g "g

　　品　　໊
　　　処　　理
外部導体 த৺コンタクト

D.-4R2-16-$F NJ "V

औ付ߟࢀ寸法

1.65
9.5#"

L
5.8

П
1.

27

П
4.

11

12
.2

П16.8

П4.3
+0.1
  0

औ付ߟࢀ寸法

2-П2.75
+0.1
  0

6.
1�

0.
05

12
.2

�0
.1

2-П2.75

D.-4R2-4-$F

औ付ߟࢀ寸法

1.65
9.5

П
1.

27
П

4.
11

12
.2

6.7

П
17

L

#

"

-̎П2.7

औ付ߟࢀ寸法

6.
1�

0.
05

12
.2

�0
.1

D.-4R2-10-$F

П4.2
+0.1  0

4-П2.75

औ付ߟࢀ寸法

П
17

औ付ߟࢀ寸法

2-П2.7

1.65
9.525

16.5

П
1.

27

П
4.

11

�
0.

8

6.7

12
.2

6.
11

�0
.0

5

12
.2

�0
.1

D.-4R2-16-$F

2-П2.75
+0.1
  0

    

П4.2
+0.1
  0

औ付ߟࢀ寸法

�
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୯Ґ：mmDM　Series

○キャップ

�

　　品　　໊ 処　　理
D.-R$-2-$F NJ

　　品　　໊ 処　　理
D.-R$-1-$F NJ

(П2.5) (П2.3)

(60)
(68.5)

֯ରล෯�8

%.�3$�2�$'

(8.5)֯ରล෯：̔

1�4-366N4-2#

%.�3$�1�$'
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୯Ґ：mmDM　Series

�

○ 結線方法（1）

フェルール コンタクト ボディ組立

１－１．片端結線においてのケーブル必要長　Ｌ

３－１．ケーブル端面を図示寸法に処理する。

注）内部導体及び外部導体に傷を付けない
　　こと。

３－２．内部導体に予備はんだを施す。

２－１．ケーブルにフェルールを挿入する。

注）はんだの熱により絶縁体を膨張，変形
　　させないこと。

４－１．内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
注）はんだの熱により絶縁体を膨張，変形
　　させないこと。
注）コンタクトと絶縁体間に隙間のないこと。
注）はんだの盛り上がりは、コンタクト外径に
　　沿って削り取ること。

注）下記開口部寸法（ボディ～コンタクト間）を
　　満足すること。

六角クリンプハイト（ａ，ｂ，ｃ三辺共） ４．１２～４．３５
表１

３．０５～３．１８ディンプルクリンプハイト

Ｌ＝Ｌ －７．７

５－１．外部導体及びアルミ箔テープの先端を拡げる。
５－２．ボディ組立をケーブ外部導体（アルミ箔テープ）～
　　　　絶縁体間に挿入し、突き当てる。

注）アルミ箔テープは、ボディ外径に乗り上げること。
注）アルミ箔テープ端の図示下限位置以上に円周上の
　　一部が乗り上げられていれば良い。
　　但し、工程５－３．のフェルールが容易に通ること。

注）かしめ後のクリンプハイトは、下図の位置にて
　　表１の規格を満足すること。

注）ボディ組立～フェルール間の隙間は、０．５以下
　　のこと。

５－３．予め通しておいたフェルールを外部導体上に被せ、
　　　　ボディ組立に突き当てかしめる。

=L +11.6
L2

L1

フェルール

ケーブル

（予備はんだ）
外部導体
アルミ箔テープ

ઈԑ体 内部導体

はんだ付け

"-R1

↑

↑

͔しめダイス

フェルール

ઌ端を拡げる

ボディ組立

アルミ箔テープ下ݶҐஔ
ボディ
ローレット部

0.1�0.1

（ボディ～コンタクト間）

アルミ箔テープ

3�0.5

0.5以下

6�1

隙間のないこと
コンタクト

1

2

4.8�0.3

1.5�0.38�0.3

1

2

3

4

5

部 品 構 成 フェルール コンタクト ボディ組立

１－１．片端結線においてのケーブル必要長　Ｌ

３－１．ケーブル端面を図示寸法に処理する。

注）内部導体及び外部導体に傷を付けない
　　こと。

３－２．内部導体に予備はんだを施す。

２－１．ケーブルにフェルールを挿入する。

注）はんだの熱により絶縁体を膨張，変形
　　させないこと。

４－１．内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
注）はんだの熱により絶縁体を膨張，変形
　　させないこと。
注）コンタクトと絶縁体間に隙間のないこと。
注）はんだの盛り上がりは、コンタクト外径に
　　沿って削り取ること。

注）下記開口部寸法（ボディ～コンタクト間）を
　　満足すること。

六角クリンプハイト（ａ，ｂ，ｃ三辺共） ４．１２～４．３５
表１

３．０５～３．１８ディンプルクリンプハイト

Ｌ＝Ｌ －７．７

５－１．外部導体及びアルミ箔テープの先端を拡げる。
５－２．ボディ組立をケーブ外部導体（アルミ箔テープ）～
　　　　絶縁体間に挿入し、突き当てる。

注）アルミ箔テープは、ボディ外径に乗り上げること。
注）アルミ箔テープ端の図示下限位置以上に円周上の
　　一部が乗り上げられていれば良い。
　　但し、工程５－３．のフェルールが容易に通ること。

注）かしめ後のクリンプハイトは、下図の位置にて
　　表１の規格を満足すること。

注）ボディ組立～フェルール間の隙間は、０．５以下
　　のこと。

５－３．予め通しておいたフェルールを外部導体上に被せ、
　　　　ボディ組立に突き当てかしめる。

=L +11.6
L2

L1

フェルール

ケーブル

（予備はんだ）
外部導体
アルミ箔テープ

ઈԑ体 内部導体

はんだ付け

"-R1

↑

↑

͔しめダイス

フェルール

ઌ端を拡げる

ボディ組立

アルミ箔テープ下ݶҐஔ
ボディ
ローレット部

0.1�0.1

（ボディ～コンタクト間）

アルミ箔テープ

3�0.5

0.5以下

6�1

隙間のないこと
コンタクト

1

2

4.8�0.3

1.5�0.38�0.3

1

2

3

4

5

部 品 構 成

1. 片端結線においてのケーブル必要長　L
    L ʹ L1-7.7
       ʹ L2+11.6

2-1ɽケーブルにフェルールを挿入する。

3-1ɽケーブル端面を図示寸法に処理する。
（注）内部導体及び外部導体に傷を付けないこと。

3-2  内部導体に予備はんだを施す。
( 注）はんだのにΑりઈԑ体をுɼม͞ܗせないこと。

4-1ɽ内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
 （注）  はんだのにΑりઈԑ体をுɼม͞ܗせない
          こと。   
 （注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
 （注　はんだのり上がりは、コンタクト外径に
         Ԋってりऔること。

5-1ɽ外部導体及びアルミ箔テープのઌ端を拡げる。　

5-2. ボディ組立をケーブ外部導体（アルミ箔テープ）～
       ઈԑ体間に挿入し、突き当てる。

（注）アルミ箔テープは、ボディ外径に乗り上げること。
（注）アルミ箔テープ端の図示下ݶҐஔ以上にԁप上の
       Ұ部が乗り上げΒれていれྑい。
      ୠし、ఔ 5-3ɽのフェルールが༰қに௨ること。

5-3. 予め௨しておいͨフェルールを外部導体上に被せ、
      ボディ組立に突き当て͔しめる。

（注）ボディ組立～フェルール間の隙間は、0.5 以下
       のこと。
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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

୯Ґ：mmDM　Series

○ 結線方法（2）

部 品 構 成

ブート

1

2

3

4

5

6

7

L 1

フェルール コンタクト ボディ組立

ઌ端を拡げる

0.1�0.1

（ボディ～コンタクト間）

（ボディ～コンタクト間）

フェルール

ダイス�F

クリンプϋイトଌఆҐஔ

ブート

0.5以下

3.0�1.0

0.1�0.1

ボディ組立

適合ケーブル

ブート

シース 外部導体

コンタクト

隙間のないこと

ઈԑ体

ઈԑ体

内部導体
（予備はんだ）

はんだ付け

6.3�0.2

2.0�0.29.0�0.2

フェルール

1-1.ケーブルஅ長：L
     LʹL1ー7.1　

2-1.ケーブルにブート、フェルールを挿入する。

3-1.ケーブル端を図示寸法にΉきग़す。
　　（注）外部導体、ઈԑ体、内部導体に傷を付けないこと。
3-2.内部導体に予備はんだを施す。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

4-1.内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。
　　（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
　　（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること               

5-1.外部導体のઌ端を拡げる。
5-2.ઈԑ体と外部導体の間にボディ組立を挿入する。
　　（注）外部導体はղき΄͙͞ないこと。

6-1.ボディ～コンタクト間寸法が0.1�0.1ができるまで
     ボディ組立を挿入する。
6-2.フェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に
      突き当てる。
6-3.ケーブルをボディ組立にܰ͘ԡし付けながΒ
      フェルールを̎にΘけてクリンプする。
ダイス：F
（注）クリンプはボディ側͔Βॱに͏ߦこと。
（注）クリンプޙのボディ組立とフェルール間の
          隙間は、0.5以下のこと。
（注）クリンプޙのクリンプϋイトは、5.38～5.56
　　　をຬすること。
（注）クリンプޙのボディ～コンタクト間寸法は
　　　0.1�0.1をຬすること。

7-1.フェルール上にブートを被せる。

部 品 構 成

ブート

1

2

3

4

5

6

7

L 1

フェルール コンタクト ボディ組立

ઌ端を拡げる

0.1�0.1

（ボディ～コンタクト間）

（ボディ～コンタクト間）

フェルール

ダイス�F

クリンプϋイトଌఆҐஔ

ブート

0.5以下

3.0�1.0

0.1�0.1

ボディ組立

適合ケーブル

ブート

シース 外部導体

コンタクト

隙間のないこと

ઈԑ体

ઈԑ体

内部導体
（予備はんだ）

はんだ付け

6.3�0.2

2.0�0.29.0�0.2

フェルール

1-1.ケーブルஅ長：L
     LʹL1ー7.1　

2-1.ケーブルにブート、フェルールを挿入する。

3-1.ケーブル端を図示寸法にΉきग़す。
　　（注）外部導体、ઈԑ体、内部導体に傷を付けないこと。
3-2.内部導体に予備はんだを施す。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

4-1.内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。
　　（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
　　（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること               

5-1.外部導体のઌ端を拡げる。
5-2.ઈԑ体と外部導体の間にボディ組立を挿入する。
　　（注）外部導体はղき΄͙͞ないこと。

6-1.ボディ～コンタクト間寸法が0.1�0.1ができるまで
     ボディ組立を挿入する。
6-2.フェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に
      突き当てる。
6-3.ケーブルをボディ組立にܰ͘ԡし付けながΒ
      フェルールを̎にΘけてクリンプする。
ダイス：F
（注）クリンプはボディ側͔Βॱに͏ߦこと。
（注）クリンプޙのボディ組立とフェルール間の
          隙間は、0.5以下のこと。
（注）クリンプޙのクリンプϋイトは、5.38～5.56
　　　をຬすること。
（注）クリンプޙのボディ～コンタクト間寸法は
　　　0.1�0.1をຬすること。

7-1.フェルール上にブートを被せる。

1. ケーブルஅ長：L
     L ʹ L1 ー 7.1

2. ケーブルにブート、フェルールを挿入する。

3. ケーブル端を図示寸法にΉきग़す。　　
（注）外部導体、ઈԑ体、内部導体に傷を付けないこと。
3-1. 内部導体に予備はんだを施す。　　

（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

4. 内部導体にコンタクトをはんだ付けする。　　
（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。
（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること         

5. 外部導体のઌ端を拡げる。
5-1. ઈԑ体と外部導体の間にボディ組立を挿入する。　　

（注）外部導体はղき΄͙͞ないこと。

6. ボディ～コンタクト間寸法が 0.1�0.1 ができるまで
     ボディ組立を挿入する。
6-1. フェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に
      突き当てる。
6-2. ケーブルをボディ組立にܰ͘ԡし付けながΒフェルー
       ルを̎にΘけてクリンプする。
ダイス：F

（注）クリンプはボディ側͔Βॱに͏ߦこと。
（注）クリンプޙのボディ組立とフェルール間の
        隙間は、0.5 以下のこと。

（注）クリンプޙのクリンプϋイトは、5.38 ～ 5.56 を
        ຬすること。

（注）クリンプޙのボディ～コンタクト間寸法は
　　　0.1�0.1 をຬすること。

7. フェルール上にブートを被せる。

�
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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

୯Ґ：mmDM　Series

�

○ 結線方法（3）

部 品 構 成

収ॖνϡーブ

1

2

3

4

5

6

L1

L

フェルール
コンタクト

ボディ組立

ઌ端を拡げる

1.ケーブルにブート、フェルールを挿入する。

2.シース、外部導体、ઈԑ体を図示寸法に処理する。　
　ຢ、த৺導体に予備はんだを͏ߦ。
（注）・外部導体、ઈԑ体、த৺導体に傷を付けないこと。

4.外部導体のઌ端を拡げ、ઈԑ体と外部導体間に挿入し、
　コンタクトがボディ組立に突き当ͨるまでԡしࠐΉ。

5.予め௨しておいͨフェルールを外部導体上に͔Ϳせ、͔しめる。

6.予め௨しておいͨ収ॖνϡーブをフェルール上に
　͔Ϳせて、Ճし収ॖ͞せる。

3.コンタクトにத৺導体をはんだ付けする。
（注）・はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること　　　　
        ・ コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。

ケ ー ブ ル

シース

外部導体

コンタクト

隙間のないこと

ઈԑ体 த৺導体

はんだ付け

4.5�0.5

フェルール収ॖνϡーブ

片線結線におけるケーブル必要長：L
LʹL1+6

+0.5
  010.5

2.0
+0.3
-0.5

0.5以下
（ボディ～フェルール間）

ダイス：̧ ̛̙ ʵ̍

フェルール

収ॖνϡーブ

（予備はんだ）

5

部 品 構 成

収ॖνϡーブ

1

2

3

4

5

6

L1

L

フェルール
コンタクト

ボディ組立

ઌ端を拡げる

1.ケーブルにブート、フェルールを挿入する。

2.シース、外部導体、ઈԑ体を図示寸法に処理する。　
　ຢ、த৺導体に予備はんだを͏ߦ。
（注）・外部導体、ઈԑ体、த৺導体に傷を付けないこと。

4.外部導体のઌ端を拡げ、ઈԑ体と外部導体間に挿入し、
　コンタクトがボディ組立に突き当ͨるまでԡしࠐΉ。

5.予め௨しておいͨフェルールを外部導体上に͔Ϳせ、͔しめる。

6.予め௨しておいͨ収ॖνϡーブをフェルール上に
　͔Ϳせて、Ճし収ॖ͞せる。

3.コンタクトにத৺導体をはんだ付けする。
（注）・はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること　　　　
        ・ コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。

ケ ー ブ ル

シース

外部導体

コンタクト

隙間のないこと

ઈԑ体 த৺導体

はんだ付け

4.5�0.5

フェルール収ॖνϡーブ

片線結線におけるケーブル必要長：L
LʹL1+6

+0.5
  010.5

2.0
+0.3
-0.5

0.5以下
（ボディ～フェルール間）

ダイス：̧ ̛̙ ʵ̍

フェルール

収ॖνϡーブ

（予備はんだ）

5

片線結線におけるケーブル必要長：L
L ʹ L1+6

1. ケーブルにブート、フェルールを挿入する。

2. シース、外部導体、ઈԑ体を図示寸法に処理する。　
　ຢ、த৺導体に予備はんだを͏ߦ。

（注）・外部導体、ઈԑ体、த৺導体に傷を付けないこと。

3. コンタクトにத৺導体をはんだ付けする。
（注）・はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること　　　　
        ・ コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。

4. 外部導体のઌ端を拡げ、ઈԑ体と外部導体間に挿入し、
　コンタクトがボディ組立に突き当ͨるまでԡしࠐΉ。

5. 予め௨しておいͨフェルールを外部導体上に͔Ϳせ、
　 ͔しめる。

6. 予め௨しておいͨ収ॖνϡーブをフェルール上に
　͔Ϳせて、Ճし収ॖ͞せる。
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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

୯Ґ：mmDM　Series

��

○ 結線方法（4）

ઌ端を拡げる

L1

フェルール

フェルール
コンタクト

ボディ組立

ケーブル

外部導体
アルミ箔テープ

内部導体ઈԑ体

1.7�0.37.0�0.3
（8.7）

5.5�0.3

(予備はんだ)

L2

部 品 構 成

RFD-1

1

2

5

͔しめダイス

ボディ組立

フェルール

3

4

4-1.ケーブル内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。　     
   （注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
　（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること　　　　

はんだ付け コンタクト

隙間のないこと

1-1.片端結線においてのケーブル必要長 �　L
      L=L1ー8

2-1.ケーブルにフェルールを挿入する。

3-1.内部導体を図示寸法に処理する。
　　（注）内部導体及び外部導体に傷を付けないこと。
3-2.内部導体に予備はんだを施す。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

5-1.外部導体のઌ端を拡げる。
5-2.ボディ組立をケーブル外部導体～アルミ箔テープ間に挿入し、
       突き 当てる。
　（注）アルミ箔テープはボディ内径へ入れること。
5-3.予め௨しておいͨフェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に
      突き当て͔しめる。
　（注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、0.5以下のこと。

アルミ箔テープ
下ݶҐஔ

ボディ
ローレット部

ઌ端を拡げる

L1

フェルール

フェルール
コンタクト

ボディ組立

ケーブル

外部導体
アルミ箔テープ

内部導体ઈԑ体

1.7�0.37.0�0.3
（8.7）

5.5�0.3

(予備はんだ)

L2

部 品 構 成

RFD-1

1

2

5

͔しめダイス

ボディ組立

フェルール

3

4

4-1.ケーブル内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。　     
   （注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
　（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること　　　　

はんだ付け コンタクト

隙間のないこと

1-1.片端結線においてのケーブル必要長 �　L
      L=L1ー8

2-1.ケーブルにフェルールを挿入する。

3-1.内部導体を図示寸法に処理する。
　　（注）内部導体及び外部導体に傷を付けないこと。
3-2.内部導体に予備はんだを施す。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

5-1.外部導体のઌ端を拡げる。
5-2.ボディ組立をケーブル外部導体～アルミ箔テープ間に挿入し、
       突き 当てる。
　（注）アルミ箔テープはボディ内径へ入れること。
5-3.予め௨しておいͨフェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に
      突き当て͔しめる。
　（注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、0.5以下のこと。

アルミ箔テープ
下ݶҐஔ

ボディ
ローレット部

1. 片端結線においてのケーブル必要長 �　L
      L=L1�8
        =L2+11

2. ケーブルにフェルールを挿入する。

3. 内部導体を図示寸法に処理する。　　
  （注）内部導体及び外部導体に傷を付けないこと。
3-1. 内部導体に予備はんだを施す。
  （注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

4. ケーブル内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。
　（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
　（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること　　　

5. 外部導体及びアルミ箔テープのઌ端を拡げる。
5-1. ボディ組立をケーブル外部導体 ( アルミ箔テープ ) ～
      ઈԑ体間に挿入し、突き 当てる。
  （注）アルミ箔テープはボディ外径に乗り上げること。
  （注）アルミ箔テープ端の図示下ݶҐஔ以上にԁप上の
         Ұ部が乗り上げΒれていること。
         フェルールが༰қに௨ること。
5-2. 予め௨しておいͨフェルールを外部導体上に被せ、
       ボディ組立に突き当て͔しめる。
   （注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、0.5 以下のこと。
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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

୯Ґ：mmDM　Series

��

○ 結線方法（5）

ઌ端を拡げる

ダイス

シース

フェルール収ॖνϡーブ

フェルール

部 品 構 成

収ॖνϡーブ

1

2

3

4

5

L1

L

フェルール コンタクト ボディ組立

収ॖνϡーブ

適合ケーブル

外部導体

コンタクト

隙間のないこと

ઈԑ体

ઈԑ体

内部導体

はんだ付け

2.3�0.3

2.2�0.3

（9.5）
7.3�0.3

片線結線におけるケーブル必要長：L
　LʹL1ー7.0

5-1ɽ収ॖνϡーブをボディ組立に突き当て
　　　Ճし収ॖ͞せる。

4-1ɽケーブルに収ॖνϡーブ及びフェルールを挿入する。
4-2ɽ外部導体ઌ端を拡げる。
4-3ɽボディ組立とケーブル外部導体～ઈԑ体間に挿入し、
       突き当てる。
4-4ɽフェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に突き当てる。
4-5ɽフェルールをクリンプする。
　　　ダイス：RFD-1
（注）ボディ組立と、フェルール間の隙間は、0.5以下のこと。

3-1.内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。
　　（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
　　（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径に
　　　　　Ԋってりऔること。

2-1.ケーブル端を図示寸法にΉきग़す。
　　（注）外部導体、ઈԑ体、内部導体に傷を付けないこと。
2-2.内部導体に予備はんだを施す。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

RFD-1

（予備はんだ）

ઌ端を拡げる

ダイス

シース

フェルール収ॖνϡーブ

フェルール

部 品 構 成

収ॖνϡーブ

1

2

3

4

5

L1

L

フェルール コンタクト ボディ組立

収ॖνϡーブ

適合ケーブル

外部導体

コンタクト

隙間のないこと

ઈԑ体

ઈԑ体

内部導体

はんだ付け

2.3�0.3

2.2�0.3

（9.5）
7.3�0.3

片線結線におけるケーブル必要長：L
　LʹL1ー7.0

5-1ɽ収ॖνϡーブをボディ組立に突き当て
　　　Ճし収ॖ͞せる。

4-1ɽケーブルに収ॖνϡーブ及びフェルールを挿入する。
4-2ɽ外部導体ઌ端を拡げる。
4-3ɽボディ組立とケーブル外部導体～ઈԑ体間に挿入し、
       突き当てる。
4-4ɽフェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に突き当てる。
4-5ɽフェルールをクリンプする。
　　　ダイス：RFD-1
（注）ボディ組立と、フェルール間の隙間は、0.5以下のこと。

3-1.内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。
　　（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
　　（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径に
　　　　　Ԋってりऔること。

2-1.ケーブル端を図示寸法にΉきग़す。
　　（注）外部導体、ઈԑ体、内部導体に傷を付けないこと。
2-2.内部導体に予備はんだを施す。
　　（注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

RFD-1

（予備はんだ）

1. 片線結線におけるケーブル必要長：L
　L ʹ L1 ー 7.0

2. ケーブル端を図示寸法にΉきग़す。　　
 （注）外部導体、ઈԑ体、内部導体に傷を付けないこと。
2-1. 内部導体に予備はんだを施す。　　
 （注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。

3-1. 内部導体にコンタクトをはんだ付けする。
  （注）はんだのにΑりઈԑ体をு、ม͞ܗせないこと。
  （注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。
  （注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること          

4. ケーブルに収ॖνϡーブ及びフェルールを挿入する。
4-1ɽ外部導体ઌ端を拡げる。
4-2ɽボディ組立とケーブル外部導体～ઈԑ体間に挿入し、
       突き当てる。
4-3ɽフェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に突き
       当てる。
4-4ɽフェルールをクリンプする。
　　　ダイス：RFD-1

（注）ボディ組立と、フェルール間の隙間は、0.5 以下のこと。

5ɽ収ॖνϡーブをボディ組立に突き当てՃし収ॖ͞
     せる。
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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

୯Ґ：mmDM　Series

��

○ 結線方法（6）

部 品 構 成

ブート

1

フェルール コンタクト ボディ組立

L1

片端結線において、ケーブル必要長 L1 は
L1ʹLー7.2mm

2

ケーブルにブート、フェルールを挿入し、
図示寸法に外径をऔりআ͘。ケーブル ケーブル外被

ブート
外部導体（ฤ組）フェルール

12.3

3 外部導体 ઈԑ体 内部導体
（予備はんだ）

外部導体、ઈԑ体、内部導体を図示寸法に処理する。
ຢ、内部導体に予備はんだ付けをする。

2.0
 0
-0.510.3

+0.5
  0

7.0
 0
-0.5

4

コンタクトをはんだ付けする。
（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること         
（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。

コンタクト

隙間のないこと

ઈԑ体 はんだ付け

5 外部導体 ボディ組立

外部導体のઌ端をগし拡げ、ボディに
コンタクト組立を挿入する。

コンタクト組立

6

0.5以下
（ダイス～ボディ組立間）

フェルール

ダイス D-1

ボディ組立

͋Β͔じめ௨しておいͨフェルールを
外部導体上に被せ、͔しめダイスD-1
で͔しめる。

2.18�0.15

7

ブートを図の༷に被せる。

ブート

部 品 構 成

ブート

1

フェルール コンタクト ボディ組立

L1

片端結線において、ケーブル必要長 L1 は
L1ʹLー7.2mm

2

ケーブルにブート、フェルールを挿入し、
図示寸法に外径をऔりআ͘。ケーブル ケーブル外被

ブート
外部導体（ฤ組）フェルール

12.3

3 外部導体 ઈԑ体 内部導体
（予備はんだ）

外部導体、ઈԑ体、内部導体を図示寸法に処理する。
ຢ、内部導体に予備はんだ付けをする。

2.0
 0
-0.510.3

+0.5
  0

7.0
 0
-0.5

4

コンタクトをはんだ付けする。
（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって
。りऔること         
（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと。

コンタクト

隙間のないこと

ઈԑ体 はんだ付け

5 外部導体 ボディ組立

外部導体のઌ端をগし拡げ、ボディに
コンタクト組立を挿入する。

コンタクト組立

6

0.5以下
（ダイス～ボディ組立間）

フェルール

ダイス D-1

ボディ組立

͋Β͔じめ௨しておいͨフェルールを
外部導体上に被せ、͔しめダイスD-1
で͔しめる。

2.18�0.15

7

ブートを図の༷に被せる。

ブート

1. 片端結線において、ケーブル必要長 L1 は
    L=L1 ー 7.2mm

2. ケーブルにブート、フェルールを挿入し、図示寸法
    に外被をऔりআ͘。

3. 外部導体、ઈԑ体、内部導体を図示寸法に処理する。
    ຢ、内部導体に予備はんだ付けをする。

4. コンタクトをはんだ付けする。
（注）はんだのり上がりは、コンタクト外径にԊって 
。りऔること       

（注）コンタクトとઈԑ体間に隙間のないこと

5. 外部導体のઌ端をগし拡げ、ボディ組立にコンタクト
    組立を挿入する。

6. ͋Β͔じめ௨しておいͨフェルールを外部導体上に
    被せ、͔しめダイス D-1 で͔しめる。

7. ブートを図の༷に被せる。
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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

୯Ґ：mmDM　Series

○ 結線方法（7）

"3

ঝೝ ઃܭ 形ࣜ ໊

ఔ̐

ఔ̑

ఔ̒

ఔ̓

フェルール

盲蓋

ボディ組立
収ॖνϡーブ

L

̍ʵ̍ɽ片端結線においてのケーブル必要長　Ｌ1

ＬʹＬ1+0.5 

̎ʵ̍ɽケーブルに収ॖνϡーブとフェルールを挿入する。

̒ʵ̍ɽコンタクトと内部導体をはんだ付けする。

ఔ̍

̏ʵ̍ɽケーブル端を図示寸法に処理する。
　　　注）内部導体、ઈԑ体、外部導体に傷を付けないこと。
̏ʵ̎ɽ内部導体に予備はんだを施す。
　　　注）はんだのにΑりઈԑ体をมܗɼு͞せないこと。

̐ʵ̍ɽ外部導体及びアルミ箔テープのઌ端をを拡げる。

̐ʵ̎ɽボディ組立をケーブル外部導体（アルミ箔テープ）～ઈԑ体間
　　　に挿入し、突き当てる。
注）アルミ箔テʵプは、ボディの外側へ乗り上げ、テープのҰ部が
　　ボディローレット部に͔͔っていれΑい。
ୠし、ఔ̑ʵ̍のフェルールが༰қに௨ること。
注）内部導体がコンタクトスリットに半分以上収まっていること。

1

̓ʵ̎ɽ予め௨しておいͨ収ॖνϡーブを図示のΑ͏に被せ収ॖ͞せる。

̓ʵ̍ɽボディ組立に盲蓋を̕ɽ̔ ・̣̲ （̼̠̍ ̶̵ ・̲ ̼）のトルクで締め付ける。

̑ʵ̍ɽフェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に突き当てる。

̑ʵ̎ɽ͔ しめダイス：̖ ʵ̧̍ にてフェルールを͔しめる。
注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、０．５以下のこと。
注）かしめ後のクリンプハイトは、下図の位置にて表１の規格を満足すること。

1.3
 0
-0.3

6
11

ఔ̎

（予備はんだ）

ఔ̏

シース

外部導体ɼアルミ箔テープ
内部導体

ઈԑ体

"-R1

↑

↑

盲蓋

コンタクト

内部導体

͔しめダイス

フェルール

収ॖνϡーブ

フェルール

同軸ケーブル

収ॖνϡーブ

アルミ箔テープ下ݶҐஔ ローレット部

アルミ箔テープ

ྔ ූ߸ 図൪ 部໊শ ࣭ࡐ 処理ɾଞ

部 品 構 成

1

2

3

4

5

6

7

1.  片端結線においてのケーブル必要長　L1
     Ｌʹ L1+0.5 

2.  ケーブルに収ॖνϡーブとフェルールを挿入する。

̏ɽケーブル端を図示寸法に処理する。
　　注）内部導体、ઈԑ体、外部導体に傷を付けないこと。
̏-1ɽ内部導体に予備はんだを施す。
　　注）はんだのにΑりઈԑ体をมܗɼு͞せないこと。

4.  外部導体及びアルミ箔テープのઌ端をを拡げる。
4-1. ボディ組立をケーブル外部導体（アルミ箔テープ）　
　　～ઈԑ体間に挿入し、突き当てる。
　　注）アルミ箔テʵプは、ボディの外側へ乗り上げ、テープ
　　　　のҰ部がボディローレット部に͔͔っていれΑい。
　　　　ୠし、ఔ̑ʵ̍のフェルールが༰қに௨ること。
　　注）内部導体がコンタクトスリットに半分以上収まって
　　　　いること。

5.  フェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に突き当てる。
5-1. ͔しめダイス：̖ʵ̧̍にてフェルールを͔しめる。
　　注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、̌ɽ̑ 以下のこと。

6.  コンタクトと内部導体をはんだ付けする。

7.  ボディ組立に盲蓋を 9.8N・cm（1Kgf・cm）のトルクで
　　締め付ける。
7-1. 予め௨しておいͨ収ॖνϡーブを図示のΑ͏に被せ収ॖ
       ͞せる。

��

"3

ঝೝ ઃܭ 形ࣜ ໊

ఔ̐

ఔ̑

ఔ̒

ఔ̓

フェルール

盲蓋

ボディ組立
収ॖνϡーブ

L

̍ʵ̍ɽ片端結線においてのケーブル必要長　Ｌ1

ＬʹＬ1+0.5 

̎ʵ̍ɽケーブルに収ॖνϡーブとフェルールを挿入する。

̒ʵ̍ɽコンタクトと内部導体をはんだ付けする。

ఔ̍

̏ʵ̍ɽケーブル端を図示寸法に処理する。
　　　注）内部導体、ઈԑ体、外部導体に傷を付けないこと。
̏ʵ̎ɽ内部導体に予備はんだを施す。
　　　注）はんだのにΑりઈԑ体をมܗɼு͞せないこと。

̐ʵ̍ɽ外部導体及びアルミ箔テープのઌ端をを拡げる。

̐ʵ̎ɽボディ組立をケーブル外部導体（アルミ箔テープ）～ઈԑ体間
　　　に挿入し、突き当てる。
注）アルミ箔テʵプは、ボディの外側へ乗り上げ、テープのҰ部が
　　ボディローレット部に͔͔っていれΑい。
ୠし、ఔ̑ʵ̍のフェルールが༰қに௨ること。
注）内部導体がコンタクトスリットに半分以上収まっていること。

1

̓ʵ̎ɽ予め௨しておいͨ収ॖνϡーブを図示のΑ͏に被せ収ॖ͞せる。

̓ʵ̍ɽボディ組立に盲蓋を̕ɽ̔ ・̣̲ （̼̠̍ ̶̵ ・̲ ̼）のトルクで締め付ける。

̑ʵ̍ɽフェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に突き当てる。

̑ʵ̎ɽ͔ しめダイス：̖ ʵ̧̍ にてフェルールを͔しめる。
注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、０．５以下のこと。
注）かしめ後のクリンプハイトは、下図の位置にて表１の規格を満足すること。

1.3
 0
-0.3

6
11

ఔ̎

（予備はんだ）

ఔ̏

シース

外部導体ɼアルミ箔テープ
内部導体

ઈԑ体

"-R1

↑

↑

盲蓋

コンタクト

内部導体

͔しめダイス

フェルール

収ॖνϡーブ

フェルール

同軸ケーブル

収ॖνϡーブ

アルミ箔テープ下ݶҐஔ ローレット部

アルミ箔テープ

ྔ ූ߸ 図൪ 部໊শ ࣭ࡐ 処理ɾଞ

部 品 構 成

1

2

3

4

5

6

7
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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

୯Ґ：mmDM　Series

○ 結線方法（8）

フェルール

シース

適合ケーブル

同軸ケーブル フェルール

ダイス

フェルール

はんだ付け

盲蓋

コンタクト

外部導体、アルミ箔テープ

内部導体
(予備はんだ)

1.3
5.5

10.5

Ｌ
Ｌ1

ボディ組立

コンタクトスリット

ボディ組立

部 品 構 成

6-1.コンタクトと内部導体をはんだ付けする。

7-1.ボディ組立てに盲蓋を9.8N・cm（1Kgf・cm）の
      トルクで締め付ける。

1-1.片端結線においてのケーブル必要長　L1
      L=L1+0.5

3-1.ケーブル端面を図示寸法に処理する。
　　（注）ケーブル内部導体及び外部導体に
               傷を付けないこと。
3-2.内部導体に予備はんだを施す。

2-1.同軸ケーブルにフェルールを挿入する。

4-1.外部導体及びアルミ箔テープを拡げる。
4-2.ボディ組立をケーブル外部導体～アルミ箔
      テープ間に挿入し、突き当てる。
　（注）内部導体がコンタクトスリットに
            半分以上収まっていること。
　（注）アルミ箔テープは、ボディの外側へ乗り上げテープの
            内径へ入れること。

5-1.フェルールを外部導体上に被せ、ボディ
     組立に突き当てる。
5-2.フェルールをクリンプする。
　　 ダイス：RFD-1
　（注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、
            0.5以下のこと。

1

2

3

4

5

6

7

 0
-0.3

RFD-1

盲ねじ

アルミ箔テープ ローレット部

フェルール

シース

適合ケーブル

同軸ケーブル フェルール

ダイス

フェルール

はんだ付け

盲蓋

コンタクト

外部導体、アルミ箔テープ

内部導体
(予備はんだ)

1.3
5.5

10.5

Ｌ
Ｌ1

ボディ組立

コンタクトスリット

ボディ組立

部 品 構 成

6-1.コンタクトと内部導体をはんだ付けする。

7-1.ボディ組立てに盲蓋を9.8N・cm（1Kgf・cm）の
      トルクで締め付ける。

1-1.片端結線においてのケーブル必要長　L1
      L=L1+0.5

3-1.ケーブル端面を図示寸法に処理する。
　　（注）ケーブル内部導体及び外部導体に
               傷を付けないこと。
3-2.内部導体に予備はんだを施す。

2-1.同軸ケーブルにフェルールを挿入する。

4-1.外部導体及びアルミ箔テープを拡げる。
4-2.ボディ組立をケーブル外部導体～アルミ箔
      テープ間に挿入し、突き当てる。
　（注）内部導体がコンタクトスリットに
            半分以上収まっていること。
　（注）アルミ箔テープは、ボディの外側へ乗り上げテープの
            内径へ入れること。

5-1.フェルールを外部導体上に被せ、ボディ
     組立に突き当てる。
5-2.フェルールをクリンプする。
　　 ダイス：RFD-1
　（注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、
            0.5以下のこと。
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RFD-1

盲ねじ

アルミ箔テープ ローレット部

1. 片端結線においてのケーブル必要長　L
      L=L1+0.5

3. ケーブル端面を図示寸法に処理する。
　（注）ケーブル内部導体及び外部導体に傷を付け
　　　ないこと。
3-1. 内部導体に予備はんだを施す

2. 同軸ケーブルにフェルールを挿入する。

4. 外部導体及びアルミ箔テープを拡げる。
4-1. ボディ組立をケーブル外部導体（アルミ箔テー
　　プ）～ઈԑ体間に挿入し、突き当てる。

（注）アルミ箔テープは、ボディの外側へ乗り上げ、
　　  テープのҰ部がボディローレッと部に͔͔て
　　  いれΑい。フェルールが༰қに௨ること。

（注）内部導体がコンタクトスリットに半分 以上
　　  収まっていること。

5. フェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に
     突き当てる。
5-1. フェルールをクリンプする。
　　 ダイス：RFD-1

（注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、
        0.5 以下のこと。

6. コンタクトと内部導体をはんだ付けする。

7. ボディ組立てに盲ねじを 9.8N・cm（1Kgf・cm）
    のトルクで締め付ける

��
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◎このカタログの仕様等は、改良等で予告なく変更することがありますので、ご了承願います。
　また、掲載している製品の特性､ 及び仕様は参考値です｡ 製品を使用する際は、最新の納入仕様書で内容のご確認をお願い致します。

୯Ґ：mmDM　Series

○ 結線方法（9）

盲ねじ
ワッシャ
ガスケット

ボディ組立

フェルール

部 品 構 成

L2

L1

フェルール

1

片端結線においてのケーブル必要長　L
L=L1+0.6
  =L2-3.4

内部導体
(予備はんだ)

絶縁体外部導体2

3

2-1.ケーブル端面を図示寸法に処理する。
　（注）ケーブル内部導体及び外部導体に
          傷を付けないこと。
2-2.内部導体に予備はんだを施す。
　（注）熱により絶縁体を膨張、変形させないこと。

ケーブル
1-1.同軸ケーブルにフェルールを挿入する。

2.0
 0
-0.5

+0.5
  010.3

6.0
+0.5
  0

盲ねじ

ワッシャ

ガスケット

6

6-1.ボディ組立にガスケット、ワッシャ、盲ねじの順に挿入し、
     盲ねじを締め付ける。
     締め付けトルク・・・9.8～19.6N・cm（1～2Kgf・cm）

はんだ付け

コンタクト

5

5-1.コンタクトと内部導体をはんだ付けする。

ダイス：D-P

フェルール

0.5以下

（ダイス～ボディ組立間）

4

4-1.フェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に突き当てる。
4-2.フェルールをクリンプする。
　　 ダイス：D-P
　（注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、0.5以下のこと

1～1.5

ઌ端を拡げる コンタクトスリット

ボ デ ィ 組 立 3-1.外部導体の先端を拡げる。
3-2.外部導体、絶縁体間にボディ組立を挿入する。
　（注）内部導体がコンタクトスリットに半分以上　
　　　　収まっていること。

盲ねじ
ワッシャ
ガスケット

ボディ組立

フェルール

部 品 構 成

L2

L1

フェルール

1

片端結線においてのケーブル必要長　L
L=L1+0.6
  =L2-3.4

内部導体
(予備はんだ)

絶縁体外部導体2

3

2-1.ケーブル端面を図示寸法に処理する。
　（注）ケーブル内部導体及び外部導体に
          傷を付けないこと。
2-2.内部導体に予備はんだを施す。
　（注）熱により絶縁体を膨張、変形させないこと。

ケーブル
1-1.同軸ケーブルにフェルールを挿入する。

2.0
 0
-0.5

+0.5
  010.3

6.0
+0.5
  0

盲ねじ

ワッシャ

ガスケット

6

6-1.ボディ組立にガスケット、ワッシャ、盲ねじの順に挿入し、
     盲ねじを締め付ける。
     締め付けトルク・・・9.8～19.6N・cm（1～2Kgf・cm）

はんだ付け

コンタクト

5

5-1.コンタクトと内部導体をはんだ付けする。

ダイス：D-P

フェルール

0.5以下

（ダイス～ボディ組立間）

4

4-1.フェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に突き当てる。
4-2.フェルールをクリンプする。
　　 ダイス：D-P
　（注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、0.5以下のこと

1～1.5

ઌ端を拡げる コンタクトスリット

ボ デ ィ 組 立 3-1.外部導体の先端を拡げる。
3-2.外部導体、絶縁体間にボディ組立を挿入する。
　（注）内部導体がコンタクトスリットに半分以上　
　　　　収まっていること。

1. 片端結線においてのケーブル必要長　L
    L=L1+0.6
      =L2-3.4
1-1. 同軸ケーブルにフェルールを挿入する。

2. ケーブル端面を図示寸法に処理する。
　（注）ケーブル内部導体及び外部導体に 傷を
          付けないこと。
2-1. 内部導体に予備はんだを施す

3. 外部導体のઌ端を拡げる。
3-1. 外部導体、ઈԑ体間にボディ組立を挿入する。

（注）内部導体がコンタクトスリットに半分以上　
　　  収まっていること。

4. フェルールを外部導体上に被せ、ボディ組立に
    突き当てる。
4-1. フェルールをクリンプする。
　　 ダイス：D-1

（注）ボディ組立とフェルール間の隙間は、0.5 以下
       のこと

5. コンタクトと内部導体をはんだ付けする。

6 ボディ組立にΨスケット、ϫッシϟ、盲ねじのॱに
   挿入し、盲ねじを締め付ける。     
　締め付けトルク・・・9.8 ～ 19.6N・cm
　　　　　　　　　　　（1 ～ 2Kgf・cm）
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